
擁壁についての豆知識 ２回目は擁壁の安定性の検討（安定計算）についてご紹介します。

2ｍ以下の小規模な擁壁に問題が多いことは前回ご紹介したとおりですが、擁壁の安定性についての原理原則を

理解していれば、計算を行わない小規模であってもおおよそ安全かどうかは判断がつくものです。

【 鉄筋コンクリート擁壁 】
鉄筋コンクリート擁壁には、Ｌ字型や逆Ｔ字型などがありますが、安定性の考え方は同様で、地震力や背面土

圧による作用力に対して、擁壁の抵抗力が安全率を上回るように断面設計を行います。

ここではＬ型擁壁を例に紹介します。擁壁本体は、滑動・転倒・沈下について安定計算を行い、擁壁を含む地

盤については、すべりに対しての安全性を確認する必要があります。

滑動については、水平方向に作用する力は背面土圧 PA の水平成分と地震力 Kh・W（短期）、抵抗力は底盤に

作用する摩擦力 RH（自重 W×摩擦係数μ）です。転倒については、作用モーメント MOは擁壁底盤前面端を始点

に作用する「土圧 PA と地震力（短期）×作用距離」、抵抗モーメントは「自重 W×作用距離」です。沈下の作用力

は自重 W、抵抗力は地盤支持力 Ru となります。これら作用力に対して抵抗力が所定の安全率を上回ることを確

認します。

また、すべりに対する安定性は、擁壁下部の地盤にすべり面を想定して、擁壁及び地盤の荷重（自重）による

作用力に対して、すべり面の地盤抵抗力（内部摩擦角及び粘着力）が、所定の安全率（1.2～1.5）を上回ることを

確認します。

【 練積擁壁 】

一方、練積擁壁は、間知石やブロックと裏込とが一体化し、この自重が背面土圧に抵抗するものですが、これ

らを適切に評価する有力な研究も少なく、現時点では有効で定量的な検討手法は見当たりません。実務的には

表に示すような経験的に定められた標準的な断面を用いることになっています。

【 次

擁壁についての豆知識（Part-2 安定性の検討）

詳

中
h

月１回発行 第 48 号

4

a (cm
滑動：水平力（地震力+土圧）＜底盤摩擦力ＲH＝Ｗμ（安全率 1.5）

転倒：転倒モーメント MO ＜抵抗モーメント Mr （安全率 1.5）
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沈下：鉛直荷重（自重 W） ＜地 盤 支 持 力 Ru （安全率 3.0） 70

鉄筋コンクリート擁壁

抵抗側は擁壁と背面土

を一体と見なし灰色部分

の自重 W とする。
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